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学術論文 『デザイン理論」37/1998

1920年 代 日本 の映画 ポ ス タ ー

松竹合名社山田伸吉の作品について

西 村 美 香
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は じめ に

山 田伸 吉 の作 品 と され て い るtス ター

松 竹 宣 伝 部 と山 田伸 吉

キ ネ マ文 字

「松 竹 座 」 の ポ ス ターで あ る こ と

お わ りに

はじめに

山田伸吉は大正末期か ら昭和初期にかけて松竹座封切 りの映画ポスターを描いたデザイナー

として知 られている。「ネロ」図1「 ジークフリー ド」図2「 罪と罰」図3な どがその代表作

図1「 ネロ」他535x245mm 図2「 ジークフリー ド」他593×304nm 図3「 罪 と罰」他537x249m而
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図4「 罪 と罰」他

東京アー トデ ィレクターズ

クラブ出典

とされている。これ らのポスターは,1969年 京都国立近代美術館

開催の 「近代デザインの展望」展を始め,1988年 に東京都美術館 ・

山口県立美術館 ・兵庫県立近代美術館の三館で開催 された 「1920

年代 日本展」,1989年 の練馬区立美術館の 「ポスター日本」展,同

年の世界デザイン博を記念 して名古屋銀行他の主催で開催 された

「日本のポスター史」展,1996年 和歌山県立近代美術館の 「日本の

グラフィックデザイン」展など,日 本の近代 デザインを語 る展覧

会には必ず と言っていいほど出品されている。 そ してこれらの山

田作 とされているポスターは一展覧会を除いてすべてが京都工芸

繊維大学美術工芸資料館からの出展である。唯一京都国立近代美

術館開催の 「近代デザインの展望」での作品が東京アー トデ ィレ

クターズクラブを通 しての出品であった。 しか し東京 アー トデ ィ

レクターズクラブはそこで図3の 「罪と罰」で はなく別のもう一

っの 「罪 と罰」ポスター図4を 山田の作品 として紹介 している。

一方は京都松竹座 図3そ して他方は大阪松竹座 図4で の公演ポスターである。二っの興行館

で上映された一っの催 し物に対 して同時期に,一 人の図案家山田伸吉が異なった表現,と いう

よりはむ しろ異なった作風ともいうべき手法で二様にこれらポスターを制作 したのだろうか。

1997年8月 発行の日本古書通信に 「今年 は日本の映画初興業百周年 にあたるが,い わゆる

活動大写真の時代をへて,大 正か ら昭和初期にかけての松竹や日活等の日本映画のモダニズム

期に作 られたポスターやプログラム,チ ラシには当時の構成主義や表現主義に影響された正に

モダンな作品がある。アールデコ様式を採り入れ独自の図案文字を作 り上げた松竹の山田伸吉。

芸大,築 地小劇場を経て,松 竹に迎え入れ られ斬新なポスターや美術監督 としてモダン松竹の

イメージアップに貢献 した河野鷹思。東宝のエノケン・ロッパ 映画の落合登,東 和の野 口久

光…後略」1と紹介されるほどに,日 本モダニズムに貢献 したと評価 され る山田伸吉論は今や

定説となりっっある。現在,山 田伸吉の作品として公開あるいは紹介されているポスターは少

なくとも京都工芸繊維大学所蔵の17点 と東京アー トディレクターズクラブの6点 の計23点 が

ある。 しか しこれらすべては遺族の所蔵や寄贈であるというような出典がはっきりとしたもの

であるのではない。そして今 日開催されている多 くの美術展やデザイ ン関係の書誌で山田作と

されているものは主に京都工芸繊維大学所蔵のデータが基となっている。そこから山田論が築

かれっっある現状がある。例えば前述の練馬区立美術館開催 「ポスター日本」展でのカタログ

を見ると京都工芸繊維大学所蔵の 「罪 と罰」ポスター図3他2点 を図版で挙 げ2,そ の解説 は

当時武蔵野美術大学教授であった高見堅志郎により工芸繊維大学のデータを元 に 「松竹座 は
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1923年(大12)大 阪道頓堀 に洋画封切館 として登場 した。西欧風の装飾が豊かに施 されたこ

の映画館は,山 田伸吉の映画ポスターを得て,な おいっそ うおびただしいほどの異国を感 じさ

せた。…中略…山田がどれほど目敏 く新興の西洋を感 じとっていたかは,一 連のポスター意匠

から歴然 とする。ある時はウィーン分離派の影響が明 らかである。それは曲線が優雅に伸び優

雅に完結する官能的なスタイルであった。『罪 と罰』 は立体派やロシア構成主義をとり入れた

ものだろうか。幾何学に還元された人体や背景は見事に新時代を呼吸 している。とりわけ松竹

座のポスターの大 きな特色は,こ れは山田伸吉独自の というより他ない意匠文字だった。 「松

竹座』のロゴもわずかずっ変化 しているのだが,こ のイメージを確定させるほどの意味性を持っ

ていた。…後略」3と書かれている。今回初あて遺族の方にも図版ではあるが この23点 を始め

松竹関連のポスター約100点 あまりの通覧を願った。 しか しこれ らが山田の非常に若い時代の

仕事であること,そ して山田はこの松竹の数年間を除いて後はほとんどポスター制作の仕事 に

携わ らなかったことなどから,ご 遺族からは山田伸吉のデザインであるという確証は得られな

かった。

現在,山 田伸吉のポスターと発表されているものの真偽 は如何なるものか。また作者未詳と

されている映画及び演劇ポスターの中にも山田のデザインによるものはあるのか。山田が属 し

た松竹宣伝部を中心 として,当 時の映画宣伝のあり方や 「独 自の図案文字」とうたわれている

新書体開発のデザイン動向を調査することにより,現 在築かれっっある山田伸吉論を検証 して

みたい。

山田伸吉の作品とされているポスター

山田の作品として紹介 されているポスター(京 都工芸繊維大学所蔵分の17点 と東京 アー ト

ディレクターズクラブが 「日本の広告美術 一 明治 ・大正 ・昭和1ポ スター』 という書籍で

紹介 している6点 の計23点)を 制作年の古い順にあげると以下の通 りである4。

「ネロ」他 大正14(1925)年1月 京都松竹座にて公開 図1

「罪と罰」他 大正14年1月 京都松竹座にて公開 図3

「罪と罰」他 大正14年2月 大阪松竹座にて公開(ADC)図4

「冬来たりなば」他 大正14年2月 大阪あるいは京都松竹座のいずれかにて公開

「十誡」 大正14年3月 大阪,京 都松竹同時封切りポスターか 図12

「ドロシーヴァーノン」他 大正14年4月 京都松竹座にて公開 図13、

「ボーブランムメル」他 大正14年5月 京都松竹座にて公開

「ジークフリー ド」他 大正14年5月 京都松竹座にて公開 図2

「極光に踊る女」他 大正14年7月 京都松竹座にて公開 図8
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「桃色の夜 は更けて」他 大正14年9月 京都松竹座にて公開

「少年 ロビンソン」他 大正14年10月 京都松竹座にて公開

「剣戟の雄」他 大正14年10月 京都松竹座にて公開

「禁断の楽園」他 大正14年10月 京都松竹座にて公開

「ドンQ」 他 大正14年10月 大阪あるいは京都松竹座のいずれかにて公開

「大尉の娘」他 大正14年11月 京都松竹座にて公開

「石井漠石井小浪舞踏公演」他 大正14年11月 京都松竹座にて公開

「天地 も裂けよ」他 大正14年12月 京都松竹座にて公開

「ロイ ドの人気者」他 大正15(1926)年1月 京都松竹座にて公開

「最後の人」他 大正15年1月 大阪松竹座にて公開(ADC)

「楽天王ハム」他 大正15年3月 大阪松竹座にて公開(ADC)

「荒鷲」他 大正15年4月 大阪松竹座にて公開(ADC)図15

「大楠公」他 大正15年4月 大阪松竹座にて公開(ADC)図10

「紅百合」他 大正15年2月 頃 詳細不明(ADC)

東京アー トディレクターズクラブのポスターは所蔵 ・出典が明 らかでな く,ま た添付のデー

タのうち制作年データが事実 とは異なっていることから制作者に関するデータにも確証はもて

ない。制作年の実際は上記に示す通 り大正14-15年 であるのだが添付データでは昭和2-3

(1927-1928)年 となっている5。一方,京 都工芸繊維大学所蔵のポスターは山田伸吉の作 とさ

れているこれ らの他にも松竹関係のものが作者未詳で別 に14点 ある。 それ らを入手 したいき

さつ は工芸繊維大学美術工芸資料館の竹内助教授 によると同大学図案科 教授の福永俊吉

(1904-)が 収集 していたものと,同 じく建築科技官の吉田清三が 「武田(五 一)先 生用」 と

して保存 していたものを後に寄贈されたということである。山田作 とされている17点 はすべ

て福永教授のコレクションである。布で裏打ちされたうえ,「制作者一山田伸吉,制 作年,備

図5「 ネ ロ」 ポスターの裏面 添付 データ

考」図5と データが添え られている。福永氏 による

と 「松竹座のポスターは公演のあ ったときもらった

り,は が したりして集 めてきた」 と言われた。収集

時期の大正14(1925)年 当時,福 永 はまだ京都高等

工芸学校の学生であ り,工 芸繊維大学にそれ らボス

ターが所蔵登録されたのは約40年 後の1968年6で ある。

おそらく福永が工芸繊維大学教官となって後,寄 贈 したのであろう。またポスター裏面のデー

タは調査すると制作年データと実際の興行年に若干のずれがあ り(デ ータは一律大正13-14

年 とふ られているのだが,実 際は大正14年1月 か ら大正15年1月 にかけて制作された もので
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ある)所 蔵の経緯 とも考えあわせると,福 永 コレクションに関 してはポスターそのものは公演

が終わるごとに手に入れていたのか もしれないが,添 付データは公演 ごとの時点でふられてい

たものではな く後付 けされたものであろう。っまりこのデータは当時をそのままに伝えるもの

ではないということである。制作者に関するデータにおいても同様である。京都工芸繊維大学

所蔵ポスター添付データに対する信憑性は確かなものではない。

しか し作者未詳で残 る14点 の松竹関係 ポスター,吉

田コレクションとの入手経路の比較において,「 浴場 ・

理髪店広告 一 千傳社扱」図6の 判が押印 してある吉

田コレクションはその入手先が広告取扱店 もしくはそ

の掲示場 となった浴場であろうと推察で きるのに対 し

て,そ うした判が何 ら印 されていない福永 コレクショ

ンは松竹合名社 あるいは京都松竹座か ら直接入手 した

図6「 浴場 ・理髪店広告一千傳社 扱」判

ものと考えられる。入手経路が直接的であるということはそこでポスター制作者にっいて何 ら

かの情報を得た可能性もあり,福 永コレクションのデータを全否定することもできない。

松竹宣伝部と山田伸吉

山田の誕生から松竹に関係するまでの経緯は以下のようである。「山田伸吉」本名 「真吉」

は明治36(1903)年 大阪府西成郡稗島村7に 父山田敏之助,母 ピサの第二子(二 男の次男)と

して6月13日 に生まれた。旧制八尾中学校 に進み,専 門的な造形教育は受けていないが,図

画 ・習字などの成績 は優秀であった8。中学を卒業 したか否かは定かではな く,大 正11(1922)

年19歳 のときにはすでに松竹のポスターを描いていたと語っている。松竹 に入社 したい きさ

つについては1975年6月18日 発行の日本経済新聞中の記事で 「大正の末頃で私が二十歳をやっ

と越 したころである。当時,私 は松竹で映画や演劇の宣伝画を描いていた。その二 三年前に,

私が描いたポスターがたまたま松竹の宣伝係の人の目にとまったのであった。当時,こ れ らの

宣伝画やポスターを描 く人はほとんどいなかったたあ,す ぐ引っ張 られたのだが,最 初の仕事

は小山内薫演出,市 川左団次主演で京都 ・知恩院の山門を背景に演 じられたページェント 「織

田信長」9のポスターと栗島澄子,諸 口十九主演の映画 『底な し湖』1°のポスターであった こと

を今 も覚えている。」 と記 している。 しか し別の資料 「映画人 「明治グループ』 の会」 会員名

簿1972年 度版を見ると 「業界に入った年月大正13年3月 」との記載がある。最初 は嘱託的立

場で関わり,大 正13(1924)年 に正規に関西松竹合名社'1に入社 したのであろうか。山田伸吉

が入社 した前後に松竹合名社ではそれまでの演芸興行 にあわせて映画興行にも力をいれること

となり,大 正12(1923)年5月 には京阪神地区における最高 の規模 と興行力 を持っ映画劇場
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といわれる大阪松竹座を道頓堀に開場 し,翌13年12月 には焼失 した明治座を京都松竹座 と改

称 して大阪松竹座と同時封切 りで外国映画を専門に興行を始めている。山田はこの二つの劇場

を拠点に昭和4(1929)年 に松竹楽劇部美術部に移籍するまでの数年間を映画 ・演劇 の宣伝

活動に力を注 ぐ。

山田が大正13(1924)年 に松竹 に入社 したときの肩書 きは 「宣伝美術主事」12と自身の経歴

で述べているが,松 竹の社史その他刊行雑誌などにその記録 はない。前述の 「映画人 「明治グ

ループ』の会」会員名簿には 「最初の会社 一 京都松竹合名社,現 在 までの勤務社歴又 は経

営事業一 松竹株式会社大阪支店宣伝美術係長(O,S.K専 属)」 とあることから,「宣伝美術

主事」というのは松竹楽劇部に移籍 してか らのことかもしれない。松竹宣伝部は興行規模が大

きいことから部門 も多 くあり様々な広告印刷物を出 している。それだけに宣伝に関係 していた

者は多か った。松竹は大 きく分けて主に演芸 ・演劇興行,外 国映画封切興行の劇場経営をする

松竹合名社(1902年 設立)と 邦画制作とその直営館か らなる松竹キネマ合名社(1920年 設立)

とから成 る。「淑女 と髭」(1930年)の 松竹映画ポスターで有名な河野鷹思(1906-)は 松竹

キネマのデザイナーである。大阪を中心に京都や神戸など関西一円に映画,演 劇の興行館を持

つ関西松竹合名社は各劇場 ごとにポスターやカタログ,案 内はがき,チ ラシなど数々の宣伝物

を発行 し,ま た歌舞伎,レ ビューなどの分野別のファン雑誌や新聞なども刊行 している。それ

らは主に松竹合名社大阪本社'3と各劇場内で制作されていたようである。

山田は 「最初の会社一京都松竹合名社」 と記 しているものの,松 竹合名社大阪本社発行の

「松竹座ニュース」19の表紙作成にその初期か ら携わっていることか ら,お そらく大阪本社 にす

ぐに移転 しそこで大阪 ・京都両松竹座の広告制作に従事 していたのではないかと考える。 「松

竹座ニュース」は大阪 ・京都そして後には神戸 ・名古屋 ・浅草 ・新宿など全国に 「松竹座チェー

ン」 として展開された興行館のプログラムである。その表紙は各館共通でおそらく松竹合名社

大阪本社で制作 されたものであろうと考えられ,発 行者はそれぞれ興行館の支配人になってい

る。実際の編集にどのような人々が携わっていたのかは明記されてお らず,図 案家 ら宣伝部員

の詳細はわからない。 しかしプログラム表紙のサインから制作に携わった図案家の概要が知れ

る。SHIN,Shin,伸 吉という山田伸吉のものの他にSHOあ るいはSHO,SIWG,K,申

甲,秀 治,直 木直人,m,春,霆,そ して昭和3(1928)年 頃か らは加えてSEWGE,Oka,

TEI,yasu,yama,YOSIO,OKと 幾っ ものサインが読みとられ,重 複を考えて も少 な く

とも山田の他に10人前後の図案家がいたと見 られる。山田のサインがある 「松竹座 ニュース」

表紙15数点をここに挙げてみると,実 に様々なタッチで描かれているの力汾 かる図7。 アール ・

ヌーボーやアール ・デコ調であったり,あ るいはダダや構成主義を感 じさせるもの,風 景画,

人物画,上 方役者絵本の浮世絵をまねたものなど様々である。図7-2に みられる 「SHIN」
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のサインはそれと同 じものがポスター 「極光に踊る女」にも見 られる図8一 董,2。 枠で囲ま

れたビアズレーを彷彿させるイラス トレーション部分は山田の作 と確定できる。ただし全体を

山田が仕上げたか否かは疑わ しく,こ れとよく似たレイアウ トは他にも見 ることができる。

図7-12-7号 図7-22-,i号 図7-35-12号 図7-46-7号

(TJ3.2)CT.13.3)(T.14.9)(T.15.2)

図7-59-3号 図7-610-13号 図7-7io-22号 図7-810-26号

(S.2.2)(S.3.3)(S.3.5)(S.3.6)

図7-9io-27号 図7-1010-28号 図 フー1111-12号 図7-1213-13号

(S.3.6)(S.3.6)(S.3.9)(S.4.9)

図7「 松竹座ニュース」山田伸吉制作の表紙 ほぼA5大 個人蔵

山田の作品に定まったスタイルはない。これはデザイナーとしては当然のあり方であろう。

催 し物ごとに,そ れにもっとも適 した表現を展開 していくだけである。後年,山 田の制作風景

をみて長女の加藤永子氏が 「父は制作の時,ま んがや雑誌,リ ーフレットやカタログなど様々

な印刷物を周りにちりばめて,そ れらを参考に して描いていた。その中には洋物の雑誌 もたく

さんあった。一っのイメージを違ったメディアに転用 していたこともあったようだ。」 と語 っ

ている。また 「ロー トレックやクリム ト,デ ュシャンが好きで画集も持っていた」 ともいう。

これ らは戦後の話ではあるが,戦 前の山田の制作手法も大差なかったのではないかと想像する。
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彼の制作態度 は様 々な資料を参

考に模倣,再 構成す る。 山田の

制作態度はその過程が正にコラー

ジュであ った。先 ほど紹 介 した

「ジークフリー ド」 ポスター図2

も雑誌 『女性」16の山六郎(1897-

1982)の カ ット図9を その まま

に適用 したものである。

また当時の映画宣伝 の制作事

情を調査す ると,ポ スター は興

行館 ごとに制作 された もの とそ

の他 に映画製作所や配給所 が発

行す るもの,系 列興行館 が共通

図8-1「 極光 に踊る女 」

57ア×27mm

図8-2「 極光 に踊 る女」部分

右下 にサ イン

で発行するものなど大きく三っの流れがあるのが分かる。例えば図10,図11は 同 じ 「大楠公」

の興行ポスターであるが,図10は 大阪松竹座が自館の公演広告 として制作 した劇場 ポスター

であり図11は 松竹キネマ映画製作所が制作 し各地の興行館に配布 したポスターであ る。下方

の 「道頓堀松竹座」(大 阪松竹座)の 文字のみが興行館で後刷 りされている。 山田のポスター

図gr女 性」掲載 カッ ト

2-4号P.129

とされているものは興行日や興行演 目などか ら二,三 を除いて一

興行館が発行 した劇場用ポスターであることが分か っている。 し

か し配給された映画にはその酷給元より,ポ スターを含 めチ ラシ,

スチール写真,ブ ロマイ ド,カ ットなどが宣伝材料 として興行劇

場に配 られており,そ れらを利用 して興行館用 ポスターを制作す

る場合 も頻繁にあった。「十誡」図12や 「ドロシーヴァーノン」図

13な どはその例ではなかろうか と考える。 そうす るとこれ らを山

田のオ リジナルと捉えるのはいささか抵抗がある。 また宣伝材料

のカットを使用する場合だけでな くイラス トレーションをある図

案家が描 き,そ れを別の図案家が レイアウ トしたフォーマットにはめ込み全体を完成 させると

いった分業化の手法 も使われていたようだ(先 述の 「極光に光る女」のポスターはその例か)。

当時の図案制作の状況を考えると,制 作者 らの著作権に対する認識の低 さから表現のあから

さまな剽窃 ・模倣などが公然とまかり通っていたということが事実としてあり,ポ スターやプ

ログラムの作風か ら作者を特定することは困難を帰する。また映画広告製作の現場ではデザイ

ンの分業化が既にとられていたことがうかがわれ,そ れは一劇場の宣伝部内にとどまらず映画
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製作会社あ るいは配給会社 の宣 伝部

を も含んで宣伝材料が配給 されて い

たとい った事実か ら一っの広告(ボ

スター)を 一人の図案家がすべてを

仕上げていたとは言 いがたい状 況 も

併せてある。山田の作 とされてい る

23点 のポスターをすべて山田のオ リ

ジナルであると判断するのは妥 当性

を欠 くと考えられる。

キネマ文字

そ こで もう一つの非常に特徴 的な

表現,後 にキネマ文字や活動文字'7な

どと呼ばれたポスターに用 いられて

いる装飾的図案文字か ら山田の独 自

性を見っけだす ことはで きないかを

考察する。

今竹七郎(1905-)が 「日本デザ

イン小史』「昭和のはじめから戦後ま

で」 の中で 「その当時,社 会的地位

は別 として,大 阪には神戸 で見 られ

ない華やかな図案家の存在があった。

その トップは,松 竹座美術部の山田

伸吉であった。全国 に行 きわたった

映画広告独特の レタ リングは,そ の

オ リジナルが彼の創案 によるもので

あった。 アール ・ヌボーとセセ ッショ

ンの ミックス字体を古い年代の人 な

ら誰でも知 っているだろう。」18と山田

とキネマ文字の関係を紹介 して いる。

図10「 大楠公」他

大阪松竹座公演ポスター

図12「 十誡」755x344mm

人物 モーゼの カッ トは宣伝

材料

図11「 大楠公」

4月15日 松竹系一斉封切 り

松竹 キネ マ撮影所

720x350mm

御園 コレクション

図13「 ドロシーヴ ァーノン」他

603x289mm

左上部の白枠で囲まれたイ

ラス トレーシ ョン部分は宣

伝材料のカッ トか

ところが同 じ書誌で矢島周一(1893-?)は 「商業美術の今昔」 と題 して 「大阪松竹座落成

式の当時 ジンバ リスト(ヴ ァイオ リニスト)の 演奏会が開かれるに際 して,そ のポスターを依
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頼され,ゴ ジック体の文字を少 し図案化 して文字ポスターを制作 したが,当 時としては非常な

好評を博 した。その後松竹関係の映画館のビラを作 り,毎 週出されるそれら小 ポスターは描 き

文字研究の基礎 となって 「図案文字大観1の 構想が徐々にかたまってい った。is」と松竹座で

のキネマ文字の始めは自身であるように記述 している。(ち なみに山田のことにっいて は何 ら

言及 していない。)こ れ ら記述 にっいて考察すると,今 竹が山田と知 り合 ったのは神戸大丸か

ら大阪高島屋に移 ってきた昭和5(1930)年 以降で,そ の頃には山田は既 に松竹楽劇部美術

部に移籍 し舞台美術を主に担当 していた。山田が映画ポスターに関わっていたのを今竹は直接

に知 っていたわけではない。また矢島は確かに大正15(1926)年3月 に日本で最初の レタ リ

ング字典と言われる 「図案文字大観』を出版 しており,そ こには文字どおりキネマ文字が掲載

されている。そして実際 それ以降の映画のポスターには明らかにこの 『図案文字大観』を下

敷きにしたレタリングがいくつ も見 られる2°。矢島の考案 した文字が映画ポスターに広 く用い

図14「 罪 と罰」「舞姫」 レタ リング

『図案化せる実用文字」p.56,p.69

図15「 荒鷲」他

られたのは確かである。 しか し矢島の言 う

大正12(1923)年5月 の大阪松竹座落成式

の 「ヴァイオ リニス トの演奏会」 を指す公

演は判然 としない。 プログラムには管弦楽

「ローエングリン」と 「マンハ ッタン海岸行

進曲」「マ リタナ幻想曲」 の興行記A321が あ

るがそれ らのうちの どれかを指すのであろ

うか。 それ ら演奏会だけを主たる催 し物 の

映画 ・演劇22と 離 して別 にポスターを制作 したと言 うわけであろう

か。また 「図案文字大観』に関連 してそれに先だ って 「図案化せ

る実用文字』が藤原太一の著で大正14(1925)年12月 に出版され

ているが,こ の書誌中に矢島は 「私が当時発表 した図案文字」 が

「多 く収録されて」いる23と述べている。 確か に図4に 示 したボス

ターの 「罪 と罰」「舞姫」のレタリングがそっくり収録 されている

図14。 これらが矢島の作であるとした ら図4の 大阪松竹座公開の

「罪と罰」ポスターは山田ではなく矢島の作 と言 うことになる。 そ

して興味深いことに図3・ 図4に 示 した二葉の 「罪と罰」ポスター

の書体はむしろ京都松竹座 図3の もののほうが矢島の言 うゴシッ

ク体然としている。山田が考案 したと言 われる 「春のおど り」 の

ロゴが書かれているやはり山田作 とされている 「荒鷲」 ポスター

図15で の書体 と比較するとその違いが分か る。 そうす ると 「罪 と
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罰」のポスターは二様とも矢島の作である可能 性もでて くる。どちらがと限定することはでき

ないまでも,少 な くとも一方 は矢島の手によるものではないのだろうか。

キネマ文字創作者に関 しては他にもある。映画評論家の岩崎昶(1903-1981)が 『映画が

若かったとき』 に東京新宿武蔵野館が大正末期に発行 していたプログラム 「武蔵野ウィークリー」

にっいて言及 している箇所で 「重要な,か っ敏腕なスタッフがまだほかに二人いた。…中略…

その一人は出石章吾。一 彼はグラフィック・デザイン,と くにいまでいうレタリングの名手,

というよりも開拓者で,初 期 は大阪で彼一流の字体を創造 し,関 西中に拡めた後東京に来たの

だと私は記憶 している。」29と記述 している。「武蔵野ウィークリー」 には出石章吾(生 没年不

詳)の サインと思われるSHOあ るいはSHO,SHOGOが 見 られ,そ れと同 じサインそし

てよく似た画風が確かに 「松竹座ニュース」表紙にも見 られる。出石は大阪松竹にいたあと大

正14(1925)年 頃には武蔵野館に移籍 したようである。武蔵野館はその当時松竹系 の特約館

であった。

こうして幾人 もの図案家がキネマ文字に関してオ リジナルを主張 している状況を考えると,

これは当時この文字の萌芽は既にあり,そ れが特に映画産業界で用いられるようになって,映

画広告人が各々にアレンジを重ね自己流の図案文字を作 りだ し爆発的な流行をうみだしたたあ,

あたかも映画広告を発祥の源 としたかの様な 「キネマ文字」と名付けられて,定 着 ・認識され

るようなったのではないか。それというの も映画広告に乗 じてこの装飾的図案文字が流行 り出

したのは大正13(1924)年 頃か らであるが,キ ネマ文字の原型 とな ったであろう図案文字が

それに先駆 けて幾例 もみられるか らである。

その一っは出版界においてであった。大正11(1922)年5月 に創刊

された雑誌 「女性』のロゴがそれである図16。 資生堂のデザイナー

山名文夫(1897-1980)は 『体験的デザイ ン史』 の中で この山六郎

が考案 したロゴについて 「漢字の広告用 レタ リングが,こ れをきっ

かけにめざましく変化を見せ,ひ んぱんに新 しいタイ トルの レタリ

ングを要求 される映画広告に,恐 ろしいまでに影響を与えた。25」と

記述 している。『女性』創刊号にはこの女性のロゴのみな らず,発 行

所プラトン社のロゴ,広 告のクラブ化粧品の商品名に至るまでキネ

マ文字的図案文字が用いられている。 そ して松竹合名社編集室には

「女性」を常備 していた事実がある26。

図i6P女 性亅創刊号表紙

また 「現代商業美術全集』ではキネマ文字のルーツを次のように述べている。「又明治末よ

り大正にかけて,欧 文書体より漢字への書体の転化は可なり,猛 烈に行はれ,そ の端を発 して,

震災直後より盛に見受けられ始めた所の,近 代の勘亭流と目すべき映画館専用の特殊のモダー
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図is洋 画雑誌広告

『キ ネマ旬報亅68号

大正9(1920)年6月

図1ア 「クラブ化粧 品」新聞広告

大 阪毎 日新 聞

大正9(1920)年2月14日

図19「 法の外 」雑誌 広告

rキ ネマ旬報 」77号

大正10(1921)年9月

ン味ある,俗 に活動文字 と称 して居るものがある」?7。和書体に先立 ってキネマ文字の原型 に

なったであろう欧文書体が既 に明治末期頃より日本に輸入されていたようである。Kiinstler-

schrift(芸 術家書体)な どと呼ばれた装飾的な欧文書体は確かに大IE9(1920)年 頃か ら例

えば中山太陽堂 クラブ化粧品の新聞広告図17や 映画雑誌 『キネマ旬報」掲載広告図18な どに

使用されている。クラブ化粧品広告には併せて和書体の装飾的図案文字も書かれているのが確

認できる。『キネマ旬報』では翌10年9月 の77号 で初めて和書体のっまりキネマ文字 の映画広

告が掲載 されている図19。 これ らの欧文書体は無声映画のタイ トル(字 幕)を 通 じて 日本に

紹介 されていた可能性も考えられる。映画の字幕はバラエティに富み一様ではないが日常に映

画に接 している映画広告人がそれらを見逃すはず もなく,慣 れ親 しんだタイ トルの欧文書体を

アレンジしてキネマ文字を考案 したとも考え られる。 「チャップ リン」映画 の字幕(例 えば

1923年 の 「偽牧師」)な どはキネマ文字を彷彿 させ るのである。「キネマ旬報」 には大正12

(1923)年 の号に2件 ほどキネマ文字使用の広告が掲載 されており,翌13年 になって雪崩をきっ

たようにキネマ文字広告で埋め尽 くされている。前述 したように映画界からこの装飾的図案文

字が流行 し始あたのはこの年か らである。そして正にこの年山田は松竹に入社 し,キ ネマ文字

と格闘することとなる。

映画広告でなぜに風変 わりな書体が執拗 に求 あられたか

というとそれはひとえに新聞広告の必要性か らであろう。

大正14(1925)年 頃には既に映画業界は毎週木曜日28の紙面

で一面の新聞広告を掲載 している図20。 ひ しめき合 うよう

に文字ばかりの紙面 の中で他 の興行館 よりそ して他の興行

より目立っためには書体の新奇 さが必須であった。 山田が

書体考案の図案家であったとした ら,本 領 はポスターより

もむしろ新聞広告制作上で発揮 されたであろう。 しか し残

念ながら新聞広告の制作に山田が携わ った記録を見っ けだ

図20映 画新聞広告 東京朝 日新聞

大正14(1925)年12月31日 木曜 日
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すことは難 しい。

山田がデザインした書体であると言われているものには松竹座ポスターのレタリングの他に,

大正11(1922)年2月 創刊の 『週刊朝日』29の題字や前述の 「春 のおどり」 のロゴ3°,そ して

ポスターごとのバ リエーションを持っ 「松竹座」のロゴなどがあると言われている。 しか しい

ずれも山田の作であるという確たる裏付けはされないままである。

山田がキネマ文字の考案の一端に携わり,流 行の発信源に在 していたことは確実であろう。

しか しオ リジナルに関しては諸説あり,キ ネマ文字の考案 ・流行の祖を山田と決定 して しまう

のは性急すぎると考える。キネマ文字は山田一人のものではなかった。 この書体か ら松竹座 ボ

スターの作者を特定することは難 しい。

「松竹座」のポスターであること

山田伸吉の作品であるかの真偽の問題は差 し置いて も 「松竹座」のポスターが日本のアール ・

デコとの評価を得ていることは事実であろう。構成主義的な造形,未 来派を感 じさせる色彩そ

して新書体。それらは確かにモダンでハイブロウな感覚を私たちに与える。 しか し松竹座のボ

スターがこうした評価を得たのは表現上 の理由のみに因るのではない。

当時 日本の映画ポスターは決 して質の高いものではなかった。海外 と比べるとデザイン・印

刷の質 ・大 きさともに一段 と劣 っており31,日本のものはポスターというよりはビラであった。

しかしそうした中でも 「日本製のものは,大 阪松竹座のが群を抜いていた,東 京では神田日活

館葵館が矢張優れていた」 という32。松竹座 のポスターが評価を得 ることがで きたのは一つは

大映画会社のそれ もその直営館のポスターであったということに因る。当時映画界の五大会社

といえば松竹,日 活,帝 キネ,東 亜,マ キノであり,中 でも松竹,日 活が資本力において抜き

んでていた。松竹や日活の直営館となると自ずとその他特約館や地方の独立系興行館とは広告

宣伝にかけられる費用の規模が違う。大資本の傘下にない興行館はわずかな予算の下,宣 伝に

苦慮する毎日であっだ。それは当時の映画雑誌 『国際映画新聞』鈴などを読むと知れる。 ボス

ターもビ ラ禾鍍 のものしか製作できなかったのである。それらを公衆浴場などに配 り,ビ ラ下

と呼ばれる入場券を1枚っけて掲示料 としたのであった34。それに対 し大阪松竹座 や京都松竹

座では松竹合名社の大 きな組織力 ・資本力によって大々的に宣伝を行い,当 時 としては贅沢な

広告を創 り出す ことができた。例えば前述 した 「松竹座ニュース」 もその一例でそれまでのプ

ログラムといえば1枚 の紙切れで しかなかったものをページ仕立ての冊子にし,カ ラーの表紙

をっけて立派なパ ンフレット状に仕上げ,し かもそれを無料で観客に配 ったのであるか ら資本

に余裕のある体制の宣伝への力の入れようが分かる。 ましてや大阪松竹座は全国主要都市に展

開された松竹座チェーンの最高峰である。劇場建築もルネッサンス様式(復 興式)で 設計され,
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外観を花崗岩とテラコッタで装われた豪奢でモダンな建築であっだ5。そこで当時として は関

西で初めて常設で外国映画を封切るわけであるか ら,広 告制作に力を入れたのも当然であろう。

モダンでハイカラな図柄は日本映画 ・時代劇映画の侍などの絵柄に慣れ親 しんでいた大衆には

さぞか し新鮮に映 ったことであろう。劇場の雰囲気 と相 まってポスターに対する評価 も高まっ

たであろうと想像す る。松竹座の広告はビラか らポスターへと道を一歩進めたのである。

おわ りに

今回調査 したポスターは京都工芸繊維大学所蔵の31点 とアー トディレクターズクラブの6

点,そ の他に関西大学所蔵の65点,東 京国立近代美術館フィルムセ ンター所蔵の100点 あま り

の計200数 十点であった。その中で山田のサインの記 してあったポスターが一点判明 し,拙 稿

起筆のきっかけとなった 「罪と罰」の二葉のポスターはどちらか一方が矢島周一の作である可

能性がでてきた。言及はしなかったが関西大学所蔵のポスターはすべて昭和4-5(1929-

1930)年 の大阪松竹座のポスターであることが判明し,作 者は未詳のままである36。松竹座で

は昭和4,5年 頃には既 に書体 もレイアウトもそして画風までもあたか も定まったフォーマッ

トがあるかのように制作 されていて,す べてが山田の作かと言えばそのようにもとれ,サ イン

がない限 りどの図案家が制作 したのか判別 しがたい状況にある37。これは同 じ松竹系の興行館,

朝 日座や浪速座,角 座などのポスターにも共通 して言えることであり,そ れは逆に作者未詳と

されているものの中にも山田のデザイ ンが埋 もれている可能性があることを示 している。

今回,山 田伸吉の作品を特定できなかったものの次のような証言がある限り山田が松竹座宣

伝部の中核 となって広告制作をしていたことは明らかである。「その頃一大正十二年関東大震

災の年,私 は大阪道頓堀松竹座図案部の山田伸吉氏の下に押 しかけ弟子のような格好で出入 り

していた。…中略…表紙には二色届叮りで山田氏のすばらしいイラス トに 「松竹座ニュース」と

英語で入 っていたように思 う。…中略…パ ンフレットや劇場前に出ている看板の装飾的文字が

また山田氏の独創的書体で,映 画界や装飾美術界はこの書体か ら大きな影響を受けて発展 して

いった。だからこの山田氏の装飾文字は,広 い意味でそのオ リジンであったのだと私 は固 く信

じている。私自身 も文字や絵が好 きだったか ら,短 期間ではあったが,直 接山田氏の傍らでい

ろいろと指導 して頂いたのは身に余る光栄であり幸運であった。…中略…か くて大正十二年十

二月,山 田氏に激励 されなが ら帝キネ小坂撮影所タイ トル部に入社,爾 来四十数年間にわたる

カッドウヤ生活への第一歩を踏み出 したのである。…後略ヂ 山田の仕事 は確実に引き継がれ,

多 くの図案家に影響を与えた。それは松竹宣伝部という恵まれた環境が大きく作用 しての結果

で もある。 こうした松竹 のポス ターは昭和4(1929)年6月 にモスクワで開催 された

`AnOHCKOEKHHO'(日 本映画祭)の パ ンフレ
ットに も紹介 され39,海 外や前衛芸術界
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に も知 られるところたな る。

1995年7月 川崎市市民 ミュージアムで開催 され た 「シネマの世紀 映画生誕100年 博 覧会 」

のカ タログの中で牧野守(1930-)が 「今 日,時 代を通 じて映画 を語 る媒 体 と して ドキ ュメ

ンテイシ ョンを抜 きに して は考 え られないであ ろう。 この ドキ ュメ ンテイ ションとは映画 に関

す るフ ィルム以外,主 と してマ テ リアルを紙 の媒体 と して制作 された記録資料,具 体的 には映1

画 文献資料,制 作上の企 画書,シ ナ リオや コ ンテ ィニ ュイ ティ,香 盤表,キ ャステ ィング リス

ト,美 術 セ ッ トデザ イ ン,伴 奏 音楽 スコア,ス ク リプ ト,予 算表,ス ケ ジュール表 などを含む

撮影所,プ ロダクシ ョンのデー タ,ま た配 給興行 宣伝材料(宣 材)と しての各種 ポスターやチ

ラシ,プ ログ ラム,パ ンフ レッ ト,そ れに スチル写真 や ブロマイ ドな どとい った厖大 な範囲 に

及ぶ ものを対象 と して いる。 …中略…わが国で はこの ドキ ュメ ンテイ シ ョンの果 たす役割 は十

分 に認 め られて いず,そ のための調査,研 究,あ るい は収集保存 とい った活動 は体系化 されて

いない。 む しろ映画先進国の ように単独 の映画博 物館 な どの施設 を保有 していない我が国 では,

これ らの資料 は個人の コ レクターやマニアの収集 対象 と して死蔵 されてい る場合が多か ったの

で ある。」 と述 べている。事実 この通 りであ った。関西大学や東京国立近代 美術館 フィル ムセ

ンターは所蔵 ポスターを公 開 して はお らず,調 査 に当た って は時間を要 し制限 もあった。 また

公開 して いないの は未整理 で分類 が されていないか らで もあ って,当 然 ポス ターに関す るデー

タも揃 って いない。今 回の調査 で は美術 館のみな らず幾人 もの個人 コレクターの方 の協力 も要

した。

こ うして調査 した結 果,現 状 の松竹座 ポ スター に関連す る記述 を分析 す ると研究が十分 に行

われ ないままに評論だ けが一人歩 き してい る感があ る。現在 山田伸吉 のポス ターとされて いる

ポス ターは,松 竹宣伝部制作の ポスターと しての評価を下す ほうが現状で は正論 ではないか。

山田伸吉作 と評価 を下 す にはまだ十分 に検証 が行 われていない。映画 ポ スターを含む ドキュメ

ンテイシ ョンに関す る研究 はまだ まだ進 んで いな いのが現状 であ る。

注

1日 本古書通信 第817号1997年8月 発行p31

2京 都工芸繊維大学からの出展は所蔵を示す印がポスターの表面にあるのでそれとすぐ判明する。

3練 馬区立美術館 『ポスター日本』1987年4月 発行pp.36-37

これを記した武蔵野美術大学教授であった高見堅志郎は京都工芸繊維大学のデータと後述する今竹七郎氏の 『日本デ

ザイン小史』での記述をもとに作成していると思われる。頭からこれらポスターを山田の作品と定義して論を繰り広

げているわけだが,こ れらが山田の作品であるという確証はポスターの裏にかかれた工芸繊維大学のデータを除いて

は実は何等ないわけである。

4末 尾にADCと 記載のあるものは東京アートディレクターズクラブの先述の書籍で紹介しているもの,そ の他はすべ

て京都工芸繊維大学所蔵品。記載の興行年月・興行館については 『松竹70年史』,「松竹座ニュース」『キネマ旬報』

などの調査をもとに作成した。
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5東 京 アー トデ ィレク ターズ クラブ 『日本 の広告美術 一明治 ・大正 ・昭和1ポ ス ター』美術 出版社1967年4月 発行pp.

120-121参 照'

6竹 内次男 『蔵 品研究』京都工芸繊維大学美術工芸資料館1992年8月 発行pp。149-150,pp.153-154

7現 在 の大 阪市西淀川区姫 島

8山 田伸吉 の大 阪府立八尾 中学校学籍手帖 よ り

9大 正11(1922)年10月1日 京都知恩院境 内にて興行

10[大 正11年9月27日 一10月8日 ・弁天座にて公開]と 松竹関西演劇誌での記載があ るが,松 竹70年 史 などには初上 演 は

浅草松竹館 にて同年10月11日 よりとなって いる。

11大 阪市南 区笠屋 町 白井松次郎社長

12例 え ば1964年5月,御 園座(名 古屋南園町)で 山田伸吉油絵舞台画展を開いた ときのカ タ卩グなどを参照

13大 阪市南区久左衛門町 現大阪市中央区心斎橋筋2丁 目

14大 正12(1923)『 年5月 創刊 大阪松竹座開場のお り

15私 が今回調査 したのは第1巻7号(大 正12年7月20日 発行)か ら第14巻9号(昭 和5年2月27日 発 行)ま で の250冊

あまり

161大 正11(1922)年5月 に中山太陽堂(現 クラブコス メッチ クス)の 系列会社 プ ラ トン社 か ら創刊 された雑誌。問題 の

イラス トレーシ ョンは 『女性』 に掲載 されたのが大正11年10月,松 竹座 ポス ターは2年 半後 の大正14年5月 。

17清 水音羽 『包装図案 と意匠文字』江月書院出版部1927年9月 発行pp .39-42

ア トリエ社 『現代商業美術全集15実 用図案文字集』 アルス社1930年4月 発行pp.31-32な ど参照

18日 本 デザ イン小史編集同人 『日本デザ イン小史』 ダヴィッ ド社1970年9月 発行p .91

19上 掲書 「日本 デザ イン小史』p.7

20例 えば昭和4(1929)年 頃の神田 日活館のポス ターなどを見ると使用 されている。

21大 正12(1923)年5月18日 付大阪毎 日新聞掲載 の記事 よ り

22大 阪松竹座開場記念公演 は松竹キネマ 「母」 「赤倉 のスキ ー」 ドイッ映画 厂ファラオの恋」 舞踏 「アル ル の女 」 そ し

て管弦楽であ った。

23前 述書 『日本デザイ ン小史』p.7

24岩 崎昶 『映画が若か った とき』平 凡社1980年9月 発行p.368

25山 名文夫 『体験的デザイ ン史』 ダヴ ィッ ド社1976年2月 発行p.5

26松 竹 合名社宣伝部が発行 していた歌舞伎 フ ァン雑誌月刊 『道頓堀』(大 正15 .9.1創 刊 昭和2.2.1第6輯 よ り 『中

座』 を改題 し 『道頓堀』 に)の 記事 中に宣伝部 への寄贈雑誌 と して 「女性』 の名が挙 げてあ る。山田 はおそ ら くここ

に勤務 していた。

27古 田立次 「本邦 在来の書体 よ り最近 の新書体迄」前述書 『現代商業美術全集15実 用図案文字集』p .31

28大 阪発行 の新 聞では毎週火 曜と金 曜で全一面で はな く3段か ら5段抜 き程度 のものであ った。

29第1巻 第4号 までは 『旬刊朝 日』

30大 正15(1926)年 に考案

31淀 川長治,新 井満 「映画 に魅 せ られて」講談社編 『ポスターワンダーラ ンド シネマパ ラダイ ス』講談社1996年1

月発行pp.74-76参 照

32鈴 木重三郎 「ポスター展 を見 る」『キ ネマ旬報』208号 キネマ旬報社1925年9月 発行p.20

33『 国際映画新 聞』国 際映画通信社発行,1928年5月 創刊 の月刊誌。毎号で 「映画宣伝」 と題 して様々な映画関係 者 が

宣伝 について執筆 している。

34前 述書 「映画が若 かった頃』p.113参 照

35株 式会社大林組 「松竹座建設概要」参照

36関 西大学所蔵 のポスターは大阪市西区御池橋 「笠半」の主人笠谷氏の コレクションを寄贈 された もの

3765点 中サ イ ンが確認 され たものは3点 。「Y:Y」1点,「OKA」2点 であ った。

38森 川和雄 「あの頃 のこと」 日本映画 テ レビプロデ3サ ー協会 『懐か しの復刻版 プ ログラム映画史 大正 か ら戦 中

まで』 日本放送出版協会1978年4月 発行p.410

39エ ル ・リシッキーが デザ イン した といわれ るこのパ ンフレッ トには松 竹座 と歌舞伎座 の映画ポス ター2点 が掲載 され

てい る。
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